
５ ６ １

庄内緑地「ガマ池」の池干し ～小さな池の大きな発見～
名古屋市で初めて発見されたフネドブガイ
令和元年度　主な行事等の実績
名古屋昆虫同好会
機関誌「なごやの生物多様性」第7巻を発行しました！
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なごや生物多様性保全活動協議会
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052-831-8104（平日 8：45～17：30）
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なごや生きものライブラリー
（令和2年3月末公開）

検索なごや生きものライブラリー
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目印の看板★

生きものシンフォニーのバックナンバーは、なごや生物多様性センターのウェブサイト「なごや生きものライブラリー」でご覧いただけます。

あいち・なごや生物多様性EXPO
未来へつなぐ「国連生物多様性の10年」せいかリレー　キックオフイベント
つながる　ひろがる　生物多様性の輪

集集特特

集集特特

掲示板

名古屋昆虫同好会

2020年1月11日（土）・12日（日）　会場：名古屋国際会議場

東山動植物園 春まつりに出展 【東山動植物園】
なごや生きもの報告会＆講演会 【名城大学ナゴヤドーム前キャンパス】
オオキンケイギク抜き取り会 【植田川】
養老孟司氏講演会
　「次世代を担う若者へのメッセージ 昆虫採集を通して培う豊かな人生」 【ルブラ王山】
第39回生物多様性カフェ「生きものと天気のかかわり」
愛知サマーセミナーに参加「隼人池環境学習会」 【南山高等中学校・隼人池】
なごや生物多様性サマースクール2019（17講座） 【各所】
環境デーなごや2019中央行事に出展 【中区 久屋大通公園】
森林保全体験から生物多様性を学ぶバスツアー 【岐阜大学附属位山演習林】
東山動植物園 秋まつりに出展 【東山動植物園】
天白区区民まつりに出展 【天白公園】
協議会の活動が「生物多様性アクション大賞2019 審査委員賞」受賞 
　　　　　　　国連生物多様性の10年日本員会（UNDB-J）認定連携事業第15弾に認定
なごや生きもの一斉調査2019～ひっつきむし編～ 【41箇所】
池干し 【庄内緑地 ガマ池】
第40回生物多様性カフェ「里山の湿地 湧水湿地の知られざる世界」

あいち・なごや生物多様性ＥＸＰＯに出展及び発表 【名古屋国際会議場】
機関誌「なごやの生物多様性」第7巻発行
ウェブサイト「なごや生きものライブラリー」公開（予定）
名古屋市版レッドリスト2020の公表
市政出前トーク・なごやエコスクール等出前講座・見学対応等（全回） 【各所】
アライグマ防除 【各所】
市民協働による調査保全活動 【各所】
定例会（学びあう会）偶数月第一水曜日（全6回）
植物標本作製講座 【各所】（全10回）

だなも
「生物多様性キャラクター応援団」

センター …なごや生物多様性センター主催 協議会 …なごや生物多様性保全活動協議会主催

【　】内は開催場所。場所の記載のない行事はなごや生物多様性センター。

日　付 主催名　称 【開催場所】
令和元年
5月 2日
5月12日
5 月18日
5 月19日

6 月 1日
7月14日
7 月20日～ 8月11日
9 月14日
9 月21日
10月 5日～ 2月16日
10月27日
11月

11月 8日～10日
12月 8日
12月21日

令和2年
1月11日～12日
3月
3月
3月
通年
通年
通年
通年
通年

【協賛】 株式会社坂角総本舗、 ポッカサッポロフード&ビバレッジ株式会社（五十音順）
生物多様性カフェの実施にあたり、次の皆様のご協力をいただいています。

令和2年5月10日（日）  午後1時から4時30分
名城大学（天白キャンパス）共通講義棟東  H302講義室
150名（申し込み不要・当日先着順）

日時

会場

定員

報告会生きものな やご

協議会

協議会

協議会

協議会

協議会

協議会

センター

センター

センター

センター

センター

センター

センター

センター

サマースクール

生物多様性カフェ

環境デーなごや

令和元年度　主な行事等の実績

なごや生物多様性保全活動協議会

なごや生物多様性保全活動協議会の令和元年度活動報告会を開催します。最新のなごやの生きもの情報を
お伝えしますので、ぜひお越しください！

令和
元年度

あいち・なごや生物多様性EXPO
未来へつなぐ「国連生物多様性の10年」せいかリレー　キックオフイベント

～つながる　ひろがる　生物多様性の輪～

昆虫の移動シンポジウム 総会懇親会

　なごや生物多様性センターでは、地域で実践されている調査・保全
活動等によって得られた、なごやの生物多様性に関する情報を、正確
に記録し広く発信するため機関誌を発行しています。
　第7巻では、遺伝子からみた生物の多様性に関する話題、新たに侵
入しつつある外来種の実態など、原著論文をはじめ14報が掲載されて
います。興味のある方は、ぜひ一度ご覧ください。機関誌は名古屋市公
式ウェブサイトや名古屋市立図書館でご覧になれます。

機関誌「なごやの生物多様性」
第7巻を発行しました！ 第8巻 投稿募集

夏の採集会夏の次世代育成採集会

　この地球には様々な生物が暮らしており、その種数の
半分以上を占める昆虫は、それぞれの棲息場所の環境
に適応させてきわめて多様な進化を遂げてきました。
それら昆虫の多様性やさまざまな生活を知ることは、
私たちが自然を理解することの一つの入り口になり
ます。そのような昆虫に興味を持った人々が集まった
会が名古屋昆虫同好会です。
　1949年に創立されて以降、東海地方を中心とした
全国の虫情報（データ・生態等）が掲載される会誌「佳
香蝶」と、会員情報や楽しいよもやま虫談義などを掲載
する連絡誌「NAPI NEWS」を、それぞれ年4回発行し
ています。また1月の年次総会、10月の虫供養、楽しく

虫談義をする月例会を実施し、
年に数度の昆虫観察・採集会や
次世代育成のための子供採集調
査会も実施しています。
　虫好きな人なら誰でも（小学生から社会人、リタイア
組みなど）入会できますが、約270名の会員の中には、
初心者で始めても、昆虫と継続して関わる中で次第に
精通し、新発見や新種記載を行う人材になったり、昆
虫分野の専門家(大学教員、研究所員等)にもなってい
ます。また、その専門性を活かして、環境省や国交省の
野生生物関連事業協力、都道府県RDB検討会委員、
県史・市町村史の調査及び観察会講師、博物館関連
事業協力等公的な活動のほか、JR東海、トヨタ自動
車、ブラザー工業等事業者の自然環境保全事業への協
力、環境調査会社関連調査協力も行っています。

生物調査や講習会、イベントなどの実施情報を直接メールでお届けします。
どなたでも登録できます。詳しくは協議会ウェブサイトで！

「市民生きもの調査員」に
登録しませんか?

　2020年度に発行予定の第8巻の投稿を募集し
ます。どなたでも投稿できます。市民、保全団体、
専門家、行政に所属している方など、広く投稿を
募集しています。また、内容や投稿区分について
も、学術的知見を記した原著論文、調査保全活動
で得られた結果等を記した記録、報告および生物
目録など、幅広い内容の文章を募ります。投稿規
定をお読みいただき、ぜひご投稿ください。

投稿期限
2020年8月31日

地下鉄塩釜口駅
2番または3番出口から

徒歩5分

なごや生物多様性センターのウェブ
サイト「なごや生きものライブラリー」
 を開設します！

なごやで見られる生きものやイベントの紹介、
生きものに関するコラム、環境学習などに自由に
使用いただけるフォトギャラリーなど様々なコン
テンツがいっぱい！ぜひご覧ください！
https://ikimono.city.nagoya.jp/

令和2年3月末OPEN！

見てね！

https://ikimono.city.nagoya.jp/

（提供：鳥居亮一）

（提供：岡田正哉）

※こちらの情報は、令和2年3月17日（火）時点の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、中止や内容変更となる場合が
ありますので、あらかじめご了承ください。最新情報は協議会ウェブサイト（http://www.bdnagoya.jp/）をご覧ください。

せいそく

　今年は、「国連生物多様性の10年（2011年～2020年）の最終年です。2010年10月に
名古屋市で開催されたCOP10以降、全国で取り組んできた成果を広く共有・発信する「せ
いかリレー」の幕開けとして、あいち・なごやにおける10年間の活動を振り返りました。

生 のシン ーニォフ
なごや生物多様性センター

いのちかがやくなごや 30号
令和2年3月



　「生物多様性交流ひろば」にはNPO・企業・学生らによる73
ブースが出展。生物多様性フードコートや写真・絵画展、ステー
ジ発表なども行われ、熱気あふれる広場となりました。

生物多様性交流ひろば

◎今後の課題は…
　ユース世代に向けて
発信するとともに、より
多くの人に参加しても
らえるような仕組みづく
りを目指します！

　生物多様性のこれまでの10年を振り返るとともに、これからの10年に
向けて、自分たちには何ができるかを改めて考えるイベントとなりました。
その一部を紹介します。

４３２

集集特特 あいち・なごや生物多様性EXPO
未来へつなぐ「国連生物多様性の10年」せいかリレー　キックオフイベント

　私たちは、様々な立場の人々が一堂に
会したこの「あいち・なごや生物多様性
EXPO」を新たな出発点として、広い視野
を持って連携の輪を広げ、「自然と共生す
る世界」の実現に向けて、一人ひとりが行
動していくことをここに宣言します。

　「レッドデータブックなごや」や特定外来生物の標本
展示、センターまつり等の映像により、当センターの取り
組みを紹介しました。

　なごや生物多様性保全活動協議会が、
UNDB-J認定連携事業（第15弾）に認定。市
民・市民団体・NGO・企業など、多様で幅
広い連携による保全活動等が評価されました。

提供時間には大行列！えびせんべいで
できた食べられるお皿も大好評でした◎

　さかなクンの基調講演や事例発表、事例紹介者・SKE48・
MAG!C☆PRINCE等によるパネルディスカッションなど多彩
なプログラムを開催しました。

2020年1月12日
「あいち・なごや生物多様性EXPO」参加者一同

シンポジウム

　SKEメンバーも気になった「ため池・池干し調査」の
ほか、なごや生きもの一斉調査、外来種の防除など取
り組みを紹介しました。

あいち・なごやの取り組み紹介

なごや生物多様性保全活動協議会が発表しました！

　名古屋市の生物多様性保全の
拠点施設として、当センターのこ
れまでの活動を発表しました。

市民の皆様や様々な主体
との連携を深め、ネットワー
クを強化し、生物多様性保
全活動を進めてきます。

　分科会の報告をもとに、パ
ネリストと一般参加者を交えた
討論を実施し、あいち・なご
や宣言が発表されました。

　「あいち・なごやの生物多様性」「生態系の保
全・再生」「生態系サービスの持続可能な利用」
「多様な主体の連携」の4つのテーマで、事例発
表やディスカッションを実施しました。

分科会

パネルディスカッション

　「生物多様性からSDGs
時代を考えよう！」というテー
マで開催。これからの10年
は生態系を守るだけでなく、
＋αの行動を当たり前にして
いくなど、貴重な意見が交
わされました。

分科会まとめ
『なごや生物多様性センター』

生物多様性の保全で豊か
ななごやへ！
市民・行政・企業・学校
等の協働の力で!!

『なごや生物多様性保全活動協議会』

「あいちの海」グリーンマップ 地球ハグ倶楽部 高校生ユニット
“kinokobito＆Honey yuna”

なごや生物多様性センター

　絶滅危惧種「カワバタモロコ」の展示や、活動報告書・
一斉調査の報告書・ガイドブックなどを配布しました。

　どんな生きものが絶滅の
危機にあるのか知ることが、
守るための第一歩！

なごや生物多様性保全活動協議会

ブラックバスのからあげ試食

生物多様性2020
あいち・なごや宣言（抜粋）

各出展者も宣言！

認定事業表彰

生きものの展示・解説 フネドブガイ

TOPICS
名古屋市で初めて発見されたフネドブガイ
　フネドブガイは極東地方に広く分布するドブガイの
仲間です。殻が楕円形で強く膨らんで殻頂が中央付近
に位置するのが特徴です。寿命は10年程度で砂泥～軟
泥底に生息します。愛知県では犬山市や豊橋市のため
池や河川で発見されています。
　2019年12月に庄内緑地内にあるガマ池の池干しに
よってフネドブガイが名古屋市で初めて発見されまし
た。ガマ池では幼貝を含む多数の個体が発見されたた
め、最適な生息環境で世代交代が繰り返されていると考
えられます。また、同所的に確認されたヨシノボリの仲間
の魚類は、フネドブガイのグロキディウム幼生の宿主で
あるため、フネドブガイだけでなくヨシノボリ類も含めて
保全する必要があります。ガマ池の底質がフネドブガ
イの好む砂泥～軟泥質であったことも個体群の維持に
つながっていると考えられます。さらにはフネドブガイの
餌である植物プランクトンが適度に供給され、本種が棲
息するのに適した水質が維持されているようです。
　しかし、ガマ池内では外来種のカメや魚類等が発見
されており、今後これらの外来種の個体数が増加すると

フネドブガイが絶滅する危険性が高まります。コイやカメ
は貝が好物のため、これらの個体数増加には注意が必要
です。そのため外来種をむやみに放流しないことも大切
です。
　ところで、愛知県のフネドブガイについては在来個体
群かあるいは移入個体群なのか研究者によって見解が
異なります。今回発見されたガマ池の個体群が在来個体
群か移入個体群かのいずれかを決定づける証拠は今の
ところ見つかりませんので、今後慎重に検討する必要が
あります。

（愛知みずほ大学　横井敦史）

庄内緑地「ガマ池」の池干し ～小さな池の大きな発見～

　庄内緑地の管理者より、公園内にある「ガマ池」の水質浄
化を目的とした池干しへの協力依頼を受け、なごや生物多様
性センターとなごや生物多様性保全活動協議会が協力す
る形で令和元年12月8日（日）に池干しを実施しました。
　ガマ池には過去の調査でヌマガイが生息していると“思
われて”いました。ヌマガイとは、大人の手のひらより大きく
なる淡水産二枚貝（以下、二枚貝）です。「名古屋市版レッド

リスト2015」で絶滅危惧IB類に評定されており、名古屋市
内の分布は限られています。ヌマガイを含むイシガイ科の
淡水産二枚貝は繁殖の際、グロキディウムと呼ばれる幼生
を放出します。この幼生がヨシノボリなど小型魚のヒレに寄
生し、成長するという独特の生態を持っています。ガマ池に
は事前の調査でヨシノボリ類が多く生息しているということ
が明らかになっていました。したがって、二枚貝を保全

するには一緒にヨシノボリを保全する必要があります。
協議の結果、危険分散の観点から水を抜き切る前に一部
をなごや生物多様性センターで、残りをガマ池下流の
ボート池にて保護することとなりました。
　池干しの前日である12月7日、池の水を残した状態で
二枚貝とヨシノボリの捕獲を試みました。この日、二枚貝
がおよそ250個体、ヨシノボリがおよそ300個体捕獲さ
れ、複数のヨシノボリのヒレにグロキディウム幼生の付
着が確認されました。池干し当日は水をほとんど抜き、
生物調査などを行ないました。確認された生き物は19
科23種で、最も個体数が多かったのはスジエビの
5,669個体（39％）、次いでフナ類が3,493個体（24％）
となっており、次いでモツゴが2,857個体（20％）でした。
この3種で全体の83％を占めていました。外来種にはカ
ダヤシや越冬中のウシガエルの幼生などが確認されま
した。捕獲した生き物のうち、在来種は下流のボート池に

放流し、外来種は生態系に影響を及ぼす恐れがあるため
取り除きました。
　池干し後、専門家から「ヌマガイと思われていた二枚
貝が別種である可能性がある」という指摘があり、詳しく
調べていただきました。結果、今回捕獲された二枚貝は
全てフネドブガイであることが明らかになりました。フネ
ドブガイは全国的に見ても分布が限られており、名古屋
市では今回が初確認であったことに加え、グロキディウム
幼生が観察されたことは大変貴重な記録となりました。
ガマ池に水が戻ってからは、保護したフネドブガイ、ヨ
シノボリを再放流します。フネドブガイ、ヨシノボリをはじ
めその他の在来種にとって良好な環境をいかに維持する
かが今後の課題となります。

（野生動物生態研究会　今井 洸貴） 

胸鰭に付着したグロキディウム幼生
むなびれ

かくちょう

せい

そく


